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研究成果の概要（和文）：催眠の認知神経科学的研究をレビューし、催眠研究において暗示の効果が脳活動のどのよう
な側面に現れるのかを整理検討した。さらに、最近の瞑想の認知神経科学的研究をレビューし、瞑想初心者vs.熟練者
との比較を通し、静止vs.瞑想状態におけるデフォールトモードネットワーク（DMN）内の機能的結合度、脳各領域にお
ける活性化/非活性化、共振性、結合度などを検討した。これらをふまえて、自由エネルギー原理に基づくそれらの脳
内メカニズムに関する統一理論を提案した。

研究成果の概要（英文）：First, we reviewed cognitive neuroscientific research to examine the effect of 
hypnotic suggestion on brain activation. In addition, we analyzed several neuroscientific properties 
(functional connectivities in default mode network, brain activations in various areas, and 
synchronization and effective connectivities among brain areas) of experienced meditators compared with 
beginners during meditation versus control. Finally, we proposed the unified theory of hypnosis and 
meditation based on the free-energy principle.

研究分野：認知神経科学
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１．研究開始当初の背景 
妄想・幻覚体験の一つに、統合失調症の「さ
せられ体験 (delusion of control)」がある。
させられ体験とは自己が行った行為である
にも関わらず、その行為が他者によってさせ
られたのだと主張する症状である。させられ
体験中には頭頂葉の活動が高くなるという
脳活動計測の研究を基に、Frithら (2000)は、
この現象が運動の結果生ずる感覚フィード
バックの予測機能の障害に起因するもので
あると指摘した。させられ体験では自己の運
動による感覚フィードバックの予測が働き、
その予測された感覚信号によって活動が抑
制されたものと考えられている。また
Blakemore ら (2003)は催眠誘導により、さ
せられ体験と同様の効果が得られることを
明らかにした。すなわち催眠状態においても、
自己の運動であるにも関わらず頭頂葉の活
動が高くなり、結果として自己主体観 (sense 
of self-agency)が低下し、なんらかの外から
の力によって行為をさせられている、という
感覚が生ずるようである。しかし、詳細なメ
カニズムは不明である。 
一方、我々は、これまで自己身体運動の予測
と外部の視覚運動の予測の脳内メカニズム
に関する研究を行ってきた (Ogawa，Inui & 
Sugio，2007)。その結果、運動予測機能や誤
差検出機能が頭頂葉で実現されていること
を解明した。このような背景のもとで、催眠
心理セラピストの風間氏と分担者の上越教
育大学の得丸教授とで、情報交換・交流を行
う中で本研究の着想を得た。 
 
２．研究の目的 
催眠技法を用いて幻覚・妄想に関する fMRI
実験を行い、脳神経レベルでのモデルを構築
し、その妥当性について検討することである。
その研究成果は、こころのケア解明への新た
な道を開くものである。 
例えば、東日本大震災後、おぼれて助けを求
める様子を憑依体験し苦しんだり、海に浮か
ぶ目などの知覚を訴えたりする被災者が少
なからずいることが現地で報告されている。
これらの体験は自分の意志とは関係なく行
動・知覚する妄想・幻覚体験の一種である。
しかし、それらの作用機構と他の高次認知機
能との関連性についての明確な解明はなさ
れていない。また、それらに関する認知科学
や認知神経科学的な脳のシステム的理解や、
計算論的アプローチによる研究は皆無であ
る。さらには、上記のような震災被災者が苦
しむ憑依体験や幻覚などは現在のカウンセ
リングによるアプローチでは限界があり、脳
科学から問題解明に迫る研究は喫緊の課題
である。 
 
３．研究の方法 
催眠に関するさまざまな現象を説明するた
めに、まず、統合失調症の一陽性症状である、
させられ体験に関して Frith ら(2000)のモ

デルを基礎に、これまで知られているさせら
れ体験現象を体系的に整理し、修正・拡張を
行う。さらに、内受容感覚の神経生理学デー
タをふまえて、催眠に見られる現象を説明す
るとともに、我々がこれまで公刊しているイ
メージ生成機構に関する知見との関連性に
ついて考察する。その上で、構築したモデル
の妥当性を実証するための行動実験及びニ
ューロイメージング実験を行う。さらに、そ
の構築モデルが妄想・幻覚解明の基礎的知見
になり得るかどうかを検討する。 
初年度は、仮説の検討を行うとともに、最新
の認知科学および認知神経科学的知見を踏
まえてより具体的なモデル構築を試みる。つ
まり、reafferent 信号に注意をすると予測信
号が相対的に減弱され、一種の受動的条件や
させられ体験的条件に近い状態を生み出す
ことが期待できる。これが基本的な仮説であ
る。この仮説を検討するとともに、催眠状態
では、exafferent 信号を無視するか、あるひ
とつの信号のみに注意を集中するか、あるい
は reafferent 信号を注意により増強する、
と考えてみる。具体的には、 
(1)催眠の導入時における暗示の役割 
催眠の導入時におけるさまざまな要因、大き
な効果を持つ要因を、過去に得られたデータ
を基礎に体系的に整理する。催眠の変性意識
状態としての神経生理学的な意味を明確に
する。 
(2)催眠導入時における神経生理学的モデル
の構築 
催眠の変性意識状態においては、感覚フィー
ドバックの予測信号が前頭葉から頭頂葉へ
伝達されることを阻害することにより、させ
られ体験的状態が作られる、という仮説を検
証する。そのために、さまざまな過去に得ら
れたデータの検討を行う。また、催眠の変性
意識状態における神経科学的なプロセスモ
デルを考案する。 
(3)催眠による認知の機能亢進に関するメカ
ニズムの基盤モデルの構築 
催眠深度と反応(客観的現象)の関係や、催眠
の変性意識状態の変化などについて、これま
で知られている神経科学的知見によりどこ
まで説明可能かを考察する。さらに、催眠導
入による痛みの軽減、被災者の憑依・幻覚体
験など、さまざまな応用について整理を行い、
催眠導入による認知の機能亢進に関するメ
カニズムについてモデルを考案する。 
次年度は前年度に構築したモデルをさらに
拡張するとともに、いくつかの条件下で催眠
がどのような効果を発揮するかについて行
動実験、および生理実験、心理尺度検査を行
う。以下、具体的に記す。 
(1)催眠におけるイメージの役割に関する行
動実験と脳活動計測、並びに行動実験前後の
生化学検査・心理尺度検査 
催眠誘導熟練者の協力を得て、催眠のトラン
ス状態に誘導し、いくつかの課題遂行中の脳
活動を測定する。催眠誘導では催眠の三要素



(注意集中、イメージ、リラックス)が不可欠
とされ、注意集中を高めた後の暗示にはほと
んどの場合イメージを利用する。そのため、
我々がこれまで行ってきたイメージ生成の
知見との関連性に特に注目して実験を行う。
得られた結果を基に、モデルの予測と比較検
討を行う。さらに、「覚醒夢(Lucid Dream)；
夢の中で自分が夢を見ていることを明断に
意識している状態」の視点を合わせ、催眠中
の脳活動の解明・考察を試みるとともに、認
知神経科学的知見の考察を深める。これに付
随して上記計測の前後に、被験者のスピリチ
ュアル感、SOC(Sense of Coherence;生きが
い感、首尾一貫感)を測定し、被験者の主観・
客観指標を交えた総合評価を試みる。 
これまでの催眠研究では、脳活動計測や心理
尺度検査という客観・主観的指標を用いた総
合的な報告はなされていない。 
(2)催眠と離人症の関係に関するモデル的考
察 
催眠により疼痛知覚が激減するというデー
タがある。また、離人症でも疼痛知覚が低下
するという共通の特徴がある。催眠誘導によ
って離人症患者に体外離脱体験を経験させ
ると、やはり疼痛知覚が低下する(Röder
ら,2007)。これらの知見に基づき、我々が提
案している離人症のモデルとも関連づけて
モデルの拡張を図る。さらに、被催眠者や離
人症体験者へのインタビュー、また可能であ
れば、憑依・幻覚体験で苦しむ東日本大震災
の被害者へのインタビューを行い、その分析
を試みる。体験者しか感じ得ない感覚情報を
分析収集し、そのモデル構築への寄与を図る。 
(3)脱同一化と精神疾患の関係 
催 眠 な ど に よ る 脱 同 一 化 (dis- 
identification) とそれに関連する脱自動
化(de-automatization)などの現象を内部予
測と関連づけて議論する。例えば、無自覚な
同一化はそのつど生起してくる思考や感情
や感覚、外部知覚で満たされ、それらの内容
にとらわれ左右され支配される。しかし、脱
同一化・脱自動化の訓練では絶えず生起する
物事の渦中にあっても、それらに支配される
ことなく、とらわれず、あるがままでいるこ
とができるという。また、同一化による確定
的な事象に対するとらわれた予測は特定の
恐怖症につながり、不確定なとらわれた予測
は自動的思考として広汎性の不安障害につ
ながるとも考えられる。そこでこれらの現象
も説明できるように、データに基づき構築し
たモデルの拡張を行う。さらに、催眠とプラ
セボ効果の関連性についても考察する。 
 
４．研究成果 
催眠の認知神経科学的研究をレビューし、催
眠研究において暗示の効果が脳活動のどの
ような側面に現れるのかを整理検討した。ま
たこれまで、宗教・非宗教を含めた瞑想分類
一覧は示されていないため、瞑想の種類一覧
表を作成の上、瞑想体験の発達的諸段階のモ

デル（改編版）を示すことによって、瞑想の
分類・整理を行った。さらに、最近の瞑想の
認知神経科学的研究をレビューし、瞑想初心
者 vs.熟練者との比較を通し、静止 vs.瞑想
状態におけるデフォールトモードネットワ
ーク（DMN）内の機能的結合度、脳各領域に
おける活性化/非活性化、共振性、結合度な
どを検討した。 
一方、一時的自己は自己主体感・自己所有
感・自己存在感から構成される。これらは全
て末梢からくる神経信号(外受容、自己受容、
内受容信号)のトップダウン的予測とその予
測誤差に基づく自己モニタリングシステム
によるものである。またイメージを操作する
のは運動指令から感覚フィードバックを予
測する信号に基づくと考えられた。これにつ
いては fMRI 実験によって実証することに成
功した。自己について考えるときは、一人称
視点のイメージ生成機能が重要である。これ
には自己の身体図式をイメージ化する機能
が正確に働く必要がある(運動指令・自己受
容感覚→視覚)。以上をふまえて催眠と瞑想
の脳内メカニズムについて多くのデータに
基づき統一的な理論の構築を目指した。まず
統一理論を理解するために必要な三大ネッ
トワーク（DMN、顕著性ネットワーク、実行
機能ネットワーク）についてその基本構造と
特性について整理し、催眠における脳活動計
測のデータを概括し、さらに瞑想における脳
活動変化を概括した。これらをふまえて、自
由エネルギー原理に基づくそれらの脳内メ
カニズムに関する統一理論を提案した。 
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